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生命現象を理解する上で、生きている状態のま
まの生体で、リアルタイムかつ高い時空間分解能
で生命現象を【視る】ことは、それら理解の基礎
となります。そのため、このような観察を実現す
る蛍光イメージングは、近年、生命科学研究にお
いて必要不可欠な技術となっています。この蛍光
イメージング技術に貢献するツールとして、蛍光
プローブの開発研究は極めて重要であります。一
般に用いられている蛍光標識試薬は、単にタンパ
ク質や生体小分子などを蛍光ラベル化することで、
その分子の挙動を可視化するものでありますが、
一方、対象とする生体分子との化学反応によって、
励起波長・蛍光波長・蛍光強度などの蛍光特性が
変化する蛍光プローブを開発することで、新たな
生命現象を視ることが可能となります。

我々は、本研究分野への新たな切り口の提案を
目指し、汎用性の高い蛍光団自体を新たに創製す
ることで、蛍光イメージングの分野を大きく展開
することを試みました。特に、従来汎用されてい
る緑色波長領域の蛍光に留まらず、さらに長い深
赤色から近赤外波長領域に渡る新規蛍光団を創製
しました。それによって、よりin vivoに近い生体サ

ンプルへの応用、すなわち、高い組織透過性、低
いバックグラウンド蛍光や低い光毒性を達成する
蛍光イメージングおよび、多色蛍光色素を同時に
用いたマルチカラーイメージング技術の充実を目
指しています。近年では、ねじれ型分子内電荷移
動を利用した独自の蛍光プローブの分子設計法を
提案し、これまでには可視化が難しかった蛍光プ
ローブの開発にも成功しています。これら蛍光プ
ローブを用いて、バイオイメージングに留まらず、
新たな酵素阻害剤の開発にも取り組んでいます。
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Fluorescence imaging is one of the most powerful
techniques for visualizing temporal and spatial changes
of biological phenomena in living cells, and many
fluorescent probes have been developed. In particular,
xanthene dyes have favorable characteristics, such as
high water solubility, high fluorescence quantum yield
and high molar extinction coefficient, and they have
been utilized as fluorescent cores for fluorescent probes.
We have developed new far-red to near-infrared (NIR)
xanthene fluorophores, Si-rhodamines (SiRs) and
TokyoMagentas (TMs), in which the O atom at the 10-
position of xanthene is replaced with a Si atom.
Fluorescent probes in this color region are highly useful
for multicolor imaging and in vivo imaging. More
recently, we have established the molecular design
strategy for fluorescent probes based on the twisted
intramolecular charge transfer (TICT).
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